
ノロウイルスの消毒法 



ノロウイルスに効果のある消毒方法 

 次亜塩素酸ナトリウム 

  濃度 ２００ｐｐｍ 

    接触時間 10分間 

 熱水（加熱） 

  温度 85℃ 接触時間 １分間 

  または温度 80℃ 接触時間 10分間 



２種類の濃度の溶液について 

  次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑは、有機物に接すると 

 急激に反応して濃度が下がるので、汚物、 

 吐物など、あるいはこれらに汚染されたもの 

 など、汚れの著しいものの消毒には1,000ｐｐｍ

の消毒剤を使用する。濃度が200ｐｐｍ以下に

ならないようにする。 



衣類・リネン等の消毒 

 発症患者 

  汚れた衣類、リネン類は、消毒してから別
洗いする。 

  塩素剤による消毒、あるいは熱水による熱
消毒を行う。 







消毒剤の調整１ 

 次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ製剤（濃度5％） 

   50,000ｐｐｍ溶液を1,000ｐｐｍに調整する。 

   50,000→1,000 （=50倍希釈する） 

   ２ℓﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに作るには、 

    2,000(mℓ)÷ 50 = 40(mℓ)   χ=40(mℓ) 

                    

 ５％次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ40mℓをﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに取り、 

 水を加えて ２ℓにする（ペットボトルの蓋は約5mℓ）。                                     



１，０００ｐｐｍ 
次亜塩素酸ナトリウム溶液 
の調製 



半分程度まで水を入れる 



塩素系漂白剤を 
ペットボトルの蓋8杯加える 





  蓋をしてよく混ぜる 



さらに水を入れて 
2リットルにする 





    蓋をしてよく混ぜる 



ラベルを貼る 



消毒剤の調整２ 

   50,000ｐｐｍ溶液を200ｐｐｍに調整する。 

    50,000→200 （=250倍希釈する） 

  ２ℓﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに作るには、 

   2,000(mℓ)÷ 250= 8(mℓ) χ=8(mℓ) 

 

5％次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ 10mℓをﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙに取り、 

水を加えて ２ℓにする（250ｐｐｍになります）。 

  



２００ｐｐｍ 
次亜塩素酸ナトリウム溶液 
の調製 



半分程度まで水を入れる 



塩素系漂白剤を 
ペットボトルの蓋2杯加える 





  蓋をしてよく混ぜる 



さらに水を入れて 
2リットルにする 





    蓋をしてよく混ぜる 



ラベルを貼る 



消毒剤使用上の注意点 

ノロウイルスの消毒に使用する塩素剤は 

非常に濃度が高いので、取り扱いには 

注意を要する。 

 

 熱湯で使わない 

 他のものと混ぜると塩素ガスを発生する。 

 皮膚・粘膜に害がある。 

 金属に対して腐食を起こす。 

 


